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地方公務員の給与改定に関する取扱い等について 

 

 

公務員の給与改定に関する取扱いについて、平成 25 年１月 24 日別紙のとお

り閣議決定が行われました。 

地方公務員の高齢層職員の昇給抑制に関する措置については、各地方公共団

体において今般の閣議決定及び人事委員会勧告を踏まえ、必要な措置を講ずる

よう要請いたします。 

なお、地方公営企業に従事する職員の給与改定に当たっても、これらの事項

を十分勘案の上、適切に対処されるよう要請いたします。 

また、各地方公共団体においては、これまでも自主的な給与削減措置や定員

削減などの行財政改革の取組が進められてきたところでありますが、一方で、

東日本大震災を契機として防災・減災事業に積極的に取り組むとともに、長引

く景気の低迷を受け、一層の地域経済の活性化を図ることが喫緊の課題となっ

ています。 

こうした地域の課題に迅速かつ的確に対応するため、平成 25 年度における地

方公務員の給与については、国家公務員の給与の改定及び臨時特例に関する法

律（平成 24 年法律第２号）に基づく国家公務員の給与減額支給措置を踏まえ、

各地方公共団体において速やかに国に準じて必要な措置を講ずるよう要請いた

します。 

この旨、貴都道府県内の市区町村に対しても併せて周知されるようお願いし

ます。 

なお、本通知は地方公務員法第 59 条（技術的助言）及び地方自治法第 245

条の 4（技術的な助言）に基づくものです。 
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公務員の給与改定に関する取扱いについて 

 

平成２５年１月２４日 

閣  議  決  定 

 

１ 一般職の職員の給与に関する法律の適用を受ける国家公務員

の給与については、平成２４年８月８日に高齢層職員の昇給抑

制に関する人事院勧告が行われたところであるが、平成２５年

度（直近の昇給日である平成２６年１月１日）から人事院勧告

どおり改定を行うものとする。 

 

２ 特別職の国家公務員の給与については、１の趣旨に沿って対

応するものとする。 

 

３ 独立行政法人（総務省設置法（平成１１年法律第９１号）

第４条第１３号に規定する独立行政法人をいう。）の役職員

の給与改定に当たっては、国家公務員の給与水準を十分考慮

して国民の理解が得られる適正な給与水準とするよう厳しく

見直すことを要請する。独立行政法人及び主務大臣は、総務

大臣が定める様式により、役職員の給与等の水準を毎年度公表

する。 

また、特殊法人等の役職員の給与改定に当たっても、国家公

務員の給与水準を十分考慮して国民の理解が得られる適正な給

与水準となるよう厳しく対処するとともに、必要な指導を行う

など適切に対応する。特殊法人等の役職員の給与等についても、

その水準を毎年度公表する。 

 

４ 地方公務員の高齢層職員の昇給抑制に関する措置については、

各地方公共団体において１の趣旨及び人事委員会勧告を踏まえ、

必要な措置を講ずるよう要請する。 

 

５ 各地方公共団体においては、これまでも自主的な給与削減措

置や定員削減などの行財政改革の取組が進められてきたところ

であるが、一方で、東日本大震災を契機として防災・減災事業

に積極的に取り組むとともに、長引く景気の低迷を受け、一層

の地域経済の活性化を図ることが喫緊の課題となっている。 
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こうした地域の課題に迅速かつ的確に対応するため、平成２

５年度における地方公務員の給与については、国家公務員の給

与の改定及び臨時特例に関する法律（平成２４年法律第２号）

に基づく国家公務員の給与減額支給措置を踏まえ、各地方公共

団体において速やかに国に準じて必要な措置を講ずるよう要請

する。 
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拝啓 

貴職におかれましては、地域の発展と住民の福祉のため日夜尽力されていることに

ついて感謝申しあげます。 

 

さて、政府におきましては、このたび公務員の給与改定に関する取扱いについて閣

議決定いたしました。その中では、国家公務員の給与減額支給措置を踏まえ、各地方

公共団体において速やかに国に準じて必要な措置を講ずるよう要請することとして

おります。 

  

地方公共団体において、これまで独自の給与削減や定員削減などの行財政改革の取

組が進められてきたことについては、私としても十分に理解しており、心から敬意を

表します。 

今回の要請は、単に「地方公務員の給与が高いから」、あるいは、単に「国の財政

状況が厳しいから」行うものではありません。 

現下の最大の使命である「日本の再生」に向けて、国と地方が一丸となってあらゆる

努力を結集する必要がある中、当面の対応策として、平成二十五年度に限って、緊急

にお願いするものであります。なお、今後の国・地方の公務員給与の在り方について

は、地方の参画も得て検討していきたいと考えております。 

 

東日本大震災の記憶も新しい今、防災・減災事業に積極的に取り組むとともに、長

引く景気の低迷を受けて、地域経済の活性化を図ることが喫緊の課題となっており、

これをさらに加速していかなければなりません。 

また、今後、負担増をお願いすることとなる消費税について国民の理解を得ていく

ためには、まずは公務員が先頭に立って、「隗より始めよ」の精神でさらなる行財政

改革に取り組む姿勢を示すことが重要だと考えております。 

 

あなた様には、大変ご苦労をおかけすることとなりますが、この局面を乗り越えた

その先にある「元気な日本の再生」に向け、どうぞよろしくお願い申しあげます。 

時節柄、ご自愛のほどお祈り致します。 

敬具 

 

平成二十五年一月二十八日 

 

総 務 大 臣   

（署   名） 

 

    

 

都道府県知事 殿 

（※都道府県議会議長、市区町村長、市区町村議会議長に対するものも同内容） 

4


	H25.1.28 給与改定通知及び閣議決定
	大臣書簡（横書・１枚紙）



